
花火大会特別委員会事業計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
副理事長：井　上　周　士
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
室　　　長：遠　藤　智　大

特別委員長：東　海　林　仁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本部長：鈴　木　　　力
【委員会主旨】
瞬間（いま）同じ方向をみつめる先には夏の夜空に咲く誇る大輪の花、色とりどりに輝く光、腹の底に染わたる轟音、観客席からおこる拍手と感嘆の声、そして花火を見上げる顔には溢れる笑顔、笑顔・・・。これまで多くの皆様に支えられながら山形の夏の風物詩として数々の思い出を生み出してきた山形大花火大会も本年で第３３回を迎えます。
３・１１の大震災の影響により全国各地で多くの花火大会が中止や延期の検討を余儀なくされる中、変わらぬ開催をおこなった、昨年の花火大会には山形を元気にしたいという気持ちだけではなく東北に元気を取り戻したいという関係各所の方々や地元地域の皆様の想いがあったからこそ実現することができました。本年はこれまでの大会運営から学び得た経験や実績を基に、時代に合ったより良い運営方法を検証し花火大会の継続と更なる進化を実現していくためのさまざまな手法を考慮し活動してまいります。６月例会では花火大会当日に繋がるような企画を実施していきます、８月第１例会ではお天気祭りをとおして関わる皆様と大会にむけて心を一つに更なる励みとします、第２例会では安全で観覧された方々に喜ばれる大会を実現します、第３例会では清掃活動をとおして地元の方と繋がりと信頼関係をさらに深めてまいります。そして、これまでも大会に関わってこられた多くの関係団体や市民サポーターとの連携をさらに拡充し「市民による市民のための花火」を推進し、観光立市山形の実現にむけて、そして市民の活力源となる事業にします。
花火には人々を笑顔にさせる感動があります、そして震災を乗り越え前へ進む勇気を与えてくれます。大会に関わる多くの方々の花火に対する情熱や想いに私たちの想いも共にかさね合わせ、力を一つに結集し第３３回山形大花火大会を大成功に導き、元気で活力あるやまがたを創造していきます。
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【室長意見】
本年は公益社団法人格取得に伴い、これまで以上に市民の皆様から必要とされ、更にその存在価値を高める事業にします。またこれまで同様、愛する我がまち「やまがた」の夏の一大事業を、市民の皆様とともに創り上げ、今後も継続して開催できる運営方法の検証も行っていきます。
